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第3回（平成22年度）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

水のみち部門
「水と緑の海田東小ものがたり」を通じた下水道環境教育

広島県安芸郡海田町立海田東小学校
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水のみち�� 

「水と緑の海田東小ものがたり」を通じた下水道環境教育 
 

広島県安芸郡海田町立海田東小学校

海田東小学校では，「水と緑の海田東小学校ものがたり」と題して、自然を素材に

したカリキュラムで、学習単元を開発した理科と関連する総合的な学習の時間を使

い、環境教育に取り組んでいます。 

６年生理科「生物とその環境」の単元に、下水の浄化システムと、海田東小学校が環

境教育のフィールドとしている校区の川の微生物調査を加えて、「循環のみち下水道」

に関連した単元を作成し、微生物観察を通して自然の水浄化システムを学べるカリキュ

ラムを開発しました。このカリキュラム構想は、低学年から系統的に学ぶ川の学習を総

合的な学習の大きな柱に据え、学校全体の取り組みとして他学校・他地域への発信を行

い、環境教育の良い実践例となっています。

環境学習のフィールドで
ある、近くの川で、早速
カキ殻を入れて水質浄化
実験。定期的に水質検査
を行った。 

広島県特産品のカキの殻
を用いての水質浄化実
験。カキに着いている微
生物の働きで、水がきれ
いになる。 

活性汚泥の中にいる微生

物と、近所の川に生息す

る微生物を調べている。 

ヒトのくらしは，環境に
どんな影響を与えている
のだろうか。使った水が，
川や海に流れこんだ時の
影響から考えよう。 
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　理科

生物とかんきょ
う　　　(空気，山，

大地，川，海とのつ
ながり)

身近に見られる自然の事物・現象の変
化や働きをその要因と関係づけ,推論し
ながら調べ，見いだした問題を計画的に
追究する活動を通して，自然の事物・現
象の相互関係や規則性についての見
方や考え方を養うことができる。

◎わたしたちの
地球（２）
　
○人間の生活と自

然環境とのかかわ
り

ヒトや�物
の体����

○呼吸○消化と

吸収○血液の循
環
　

ものが燃え
るとき
  （��）
○ものの燃え方
と酸素　○物が

燃えるときに起
こる変化

生物とかん
き�う
    （�）
○生物と養分○
生物と空気○生

物と水（１１）
◎科学研究をしよ

う

科学研究 ○わたしたちが住

む地面の下

大地の変化
          （６）
○大地の変化

○火山活動による

変化　◎自然災害
に備えよう（１）

電磁石のは
たらき
　　����
○電磁石の極○
電磁石の強さに

関わる条件○電
磁石を使ったも

のづくり

��とともに
生きる
       （�）
○生物とのか
かわり

◎希望をもって
未来へ（５）

��タイム

未来に向って，
はばたこう！
　「飛翔」

瀬野川を中心として身近な自然環境の
現象や事物に主体的にかかわり，環境
を調べる学習を問題解決の手法を用い
ておこない，解決することができる。また
海田町の地域のよさを知り，未来に美し
い自然環境を残していこうとすることが
できる。

・瀬野川でボート体

験をする計画をた
てる。（１）

・身近な地域のこと

を中心に研究す
る。

・ボート体験で，自
然の雄大さを実感

する。

　

・ 身近な環境（川･
空気等）について，

学習課題を見つけ
る。（１０）

　

　

・パックテストや
BTB溶液・リトマス

紙などを利用して
水質検査を行う。

（１５）

・環境調査や実験
を計画的に行い，

結果をデータ化す
る。（１０）

・ 生活の中で電気

エネルギーが使わ
れているものを探

し、その仕組みや
働きを調べる（９）

・手回し発電機の

仕組みを調べ、身
近な自然エネル

ギーを使って発電
をする。（６）

・ 地域の環境をま

とめ，自分たちの

生活との関わりに
ついて考察する。

（２）

・地域の環境への

関心を高めるた

め，発信する。
（５）

水溶液の性質（��）
○水溶液と金属○水溶液の仲間分け
○水溶液にとけているもの○酸性

雨って何？

�地をさ�る（��）
○地層ができるわけ

・ 身近な環境（川・土壌）に興味や関心を持ち，そこから学
習課題を見つける。（８）

・生き物の種類や数から場所によるの環境状況の違い
　を把握する。（１）

・指標生物による水質判定を行う。（１）
・川の周りの環境（地形・植物・家や工場・田畑の有無　な

ど）を調査し，水質との関連を考える。

�電��のはたらき�

○変化の要因を整理して，

仮説を立て，条件をそろえ

てた実験を計画する。

○実験結果を自分なりの仮

説と照らし合わせ結論を出

す。

○ものづくりやものこわしな

どの活動を通して，目に見

えない電流のはたらきにつ

いて類推する。

���川・��川・瀬野川の環境調査

パート２�
�人の生活と川の汚れの関係を

�ものの燃えるとき�

○燃焼のしくみを、「物が燃え続けたり，消えたりする

現象」と「空気の組成の変化」とを関係付けながら推

論する。

○自他の仮説を比較検討することによって，自他の

仮説を作り変えていく。

�自然とともに生きる�

○ヒトの活動といろいろな生物の活動

が，自然とどのようにかかわっている

のか調べる。

○自然の中（地域の環境）で，生物は

どのように生きているか，これまでの

観察，調査からとらえる。。

○ヒトのくらしと周りの環境との関わり

をとらえる。

・地域の環境（水，空気、生物等）に

ついて，川の微生物観察を通して自

然の水浄化システムを学べる課題を

持ち，課題解決に向けて実験や観察

の方法を考えたり選択したりして，計

画的に調べていく。

・実験や観察の結果を，数値化し，

図表やグラフに表すとともに，結果と

して出ていない部分についても予想

を立てるなど，データを根拠として判

断し，考察につなげる。

・考察したことを的確に伝え，また他

のデータから読み取ったことも合わせ

て，地域環境の実態とその影響につ

いて話し合い，再度自分の考えをまと

める。

�水溶液の性質�

○水溶液を温めたときのに

おいや泡の発生などの様々

な情報から，水溶液に何が

溶けているかという見えない

ものを推論する。

○水溶液の性質を色，にお

い、溶けている物，金属との

反応と酸性・中性・アルカリ

性という性質とを関係付けて

分類する。

�生物とかんきょう� 生物と養分･水･空気の関係をあら�る実験か

ら探る。

○生物と養分 植物と日光の関係を実験で調べる。

○生物と水

６年生

自分達の地域環境はどんな

様子なのかな。これから自分

たちにできることを考えよう。

身近な自然環境に直接ふれ，複数の実験・観察や調査

活動を行い，その変化を要因と関係付け、推論しなが

ら調べることにより，生物と環境の関わりを総合的に

考えることができる。また地域に愛着を持ち，その良

さを未来につなげようとする心情や態度を養うことが

できると考える。

���川・��川・��川の環境調査

�ー���
科学��

�電気の利用�
�自分たちの生活と環境�

日光に当てた葉と日光に当て

ない葉では，でんぷん反応に

ちがいがあるのかな。色々な

方法で調べよう。

インゲンマメの葉は，日光

に当てた方にでんぷんが

できていた。しかし，アルミ

で包んだ葉は日光に当て

ても反応がなかった。

植物は葉に日光が当たる

ことで自分ででんぷんを作

り出している。

植物も葉から水を出して

いる。生物と水は関わり

合っている。

���川・��川・瀬野川�流の環境調査

パート��

�環境と生き物との関係を探ろう�

○瀬野川でのヒトと環境との

関わりに興味 関心を持ち，

自分の学習課題をつかむ。

○追究の方法を学び，自分

の課題に対して進んで追究

していく。

自分たちの生活と環境

�地域へ発信しよう�
○調べたことをもとに地域の

環境について考え，海田町

の未来に向け発信していく。

��

イースター�にはな���が

ないのか（�）
○豊かな生活を望む人間の行為が未

来の大きな悲劇を生む種になったとい

う筆者の訴えを理解する。

��

世界の��と日�の��

○環境問題を調べる（１）
地球の環境を守るために世界の

人々はどのように協力してどの

ように努力しているのか知り，自

分のできることを考える。

��

��さんからのメッ

�ー�（１）
○自然の偉大さと人間との

関わりを知り，自然環境を大

切にしようとする態度を養う。

���川・��川・瀬野川の環境調査

パート２�

�人の生活と川の汚れの関係を探ろう�

○瀬野川の環境について

違った視点で追究していく。

○調査した結果をデータに

まとめ考察する。

○浄化のしくみについて学ぶ

�電気の利用�
○電気について「つくる」

→「ためる」→「上手に使

う」ことを観察・実験を通

して体感しながら理解し、

電気の大切さや省エネル

ギーの必要性について考え

る。

出てきた固体は、塩酸

に少し溶けたね。泡も

少し、出ているよ。

このデータから牛乳やみそ汁など食べ残

しを川に捨てると汚れることが分かるね。

「循環のみち下水道」

に関連した単元


